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はじめに 

「都市計画マスタープラン」とは 

「都市計画マスタープラン」は、都市計画法第１８条の２の規定による、「市町村の

都市計画に関する基本的な方針」であり、住民の意見を反映しながら、本町の都市計画

（まちづくり）に関する基本的な方針を示すことを目的とします。 

具体的には、まちづくりの現状や小山町総合計画などを踏まえ、おおむね１０～２０

年後の「目指すべき都市の将来像」を明確に定めるとともに、土地利用や都市施設等（道

路、公園等）の整備方針を示すことで、今後のまちづくりの道筋を示すものです。 

 

「都市計画マスタープラン」改定の背景 

小山町都市計画マスタープランは、平成１４年３月に策定し、これに基づきまちづく

りを進めてきました。しかし、平成２６年現在で計画策定から１２年が経過し、さらに

社会情勢等の本町を取り巻く状況が著しく変化しています。また、上位計画である総合

計画が、平成２２年度に改定されています。 

現状を踏まえたまちづくりを効果的に進めるために、第４次小山町総合計画の改定を

踏まえた新たな都市の将来像の具現化を目指し、都市計画マスタープランを改定します。 

 

「都市計画マスタープラン」の役割 

都市計画マスタープランは、本町における都市計画に関する基本的な方針を長期的・

総合的な視点で示すとともに、住民主体のまちづくりを推進していくため、次の役割を

担うものとします。 

① 町全体や地域ごとの将来像を示します。 

都市計画やまちづくりに対する住民の理解と参加を容易にするため、町全体や地域ご

との実現すべき具体的な都市の将来像や都市づくりの方針を明らかにします。 

② 個別の都市計画の方向を示します。 

将来像を実現するために必要となる土地利用や都市施設（道路、公園等）などの個別

の都市計画について総合的な調整を図るとともに、個別の都市計画を決定・変更する根

拠としての役割を担います。 

③ 住民主体によるまちづくりの方向を示します。 

まちづくりを進める上での様々な課題に対処し、地域の視点からみたまちづくりを推

進するため、今後住民が主体となって取り組むまちづくりの方向性を示します。 

④ 住民と行政の役割分担を示します。 

将来像の実現に向け、住民と行政が力を合わせてまちづくりに取り組む必要があるた

め、各々の役割分担を明確にします。 
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【都市計画マスタープランの計画体系・位置づけ】 

小山町総合計画 

＜基本構想＞ 

     区域マスタープラン 

（静岡県）      

     即す↓   ↓整合する    

国土利用計画 

小山町計画 

即す 
→ 

都市計画マスタープラン 

都市計画の基本的な方針 
←

反映 町民意見 

アンケート・協議会  

   整合する    

個別具体の都市計画 

（用途地域等土地利用誘導計画、都市計画道路・公園等施設計画、市街地開発事業等） 

      

  個別具体の都市計画の事業化 ※1  

 基本構想  

    

 基本計画  

    

 実施計画  

    

      

 ↓  

   実施計画に基づく事業計画（予算）立案 

    ↓ 

   総合計画・基本計画（※2）に基づく実施計画（３か年）への位置づけ・予算調整 

    ↓ 

    議会の議決を経て事業化 

 

 

※1：個別具体の都市計画の基本構想や基本計画： 

都市計画マスタープランに基づき、順次策定予定。町民や関係者等の意見を反映しながら

策定します。 

※2：総合計画・基本計画： 

概ね５年ごとに策定・改定。平成２７年度に小山町第４次総合計画の後期基本計画を策定

予定。町民の意見を反映しながら策定します。 
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Ⅰ 全体構想 

《都市の現況と課題》 

① 人口減少 

平成２６年１２月１日現在の小山町の人口は、19,605 人です。 

平成２２年国勢調査人口は 20,629 人でしたが、若年世代を中心に転出増が続いてい

ます。これは、大学進学などで町を出て、卒業後にＵターン就職する方が少ないことな

どに起因すると考えられます。 

若年世代の減少により、小学校児童数・中学校生徒数の減少も続いています。本町に

は各地区に小学校がありますが、このままの状況では、これらを維持していくために、

学区再編の検討なども必要になります。 

② 現行都市計画マスタープランの進捗状況 

現行計画に基づき、様々な取組みを実施してきました。道の駅や温泉施設などの拠点

施設の一部は整備が完了しています。 

市街化調整区域内の開発計画区域は、内陸のフロンティアを拓く取組に位置づけ、市

街化調整区域における地区計画適用の基本方針を定めることで、事業化の目途が立ち、

関係者との協議に着手していく状況です（湯船原では県企業局による造成に着手）。 

人口減少に歯止めを掛けるためには、市街化区域（既成市街地）内の居住環境整備が

不可欠ですが、明倫地区などで協議を実施し、具体的な整備計画の提案を頂いています

（結果は改定都市計画マスタープランに反映）。その他の地域では、具体的な計画づく

りには至っていません。 

③ まちづくりの課題と改定計画検討のポイント 

＜課題＞ 

・人口減少が見込まれている。転出が続いている。 

・小学校の数が多い。維持が困難になる。 

・市街地整備（市街化区域内宅地供給）が遅れている。 

＜将来像検討のポイント＞ 

・各地域の小学校を維持するための人口の確保に努める。 

（アンケート結果や地域まちづくり会議の意見を踏まえた選択） 

 ↓ 

＜都市計画マスタープランに位置づける事項＞ 

・各市街化区域で、宅地供給を進める方策。 

・各地域で魅力づくりを進める施策に関し、土地利用の部分での支援策。 
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１ 都市の将来像 

（１）目標年次と人口フレーム 

日本全体の人口減少傾向をふまえつつ、今後の開発動向などを勘案し、本計画の「目

標年次である平成４７年における人口は２１，０００人」とします。 

計画の「中間年次である平成３７年における人口は２０，０００人」とします。 

新東名高速道路建設にともなう「内陸のフロンティアを拓く取組（静岡県）」に位置

づけられた開発などにより、平成３２年頃から住宅・宅地需要が増加することが見込ま

れ、それに間に合うように市街化区域内において、住宅・宅地供給を推進していく必要

があります。 

 

（２）将来都市構造 

旧都市計画マスタープランにおいては、主に市街化調整区域における開発（湯船原開

発など）が描かれていたが、今回の改定計画においては、市街化区域の整備・環境向上

を図ることを目標とします。 

【目標】 

各地域（小山・足柄・北郷・須走）で、市街化区域の整備・環境向上を図り、魅力的

でコンパクトな市街地を形成するとともに、各地域の連携を強化していきます。 

【都市構造】 

新東名高速道路の開通と共に、北郷地域に（仮称）小山パーキングエリアとスマート

インターチェンジ（以下、小山ＰＡＳＩＣ）が設置され、本町と国土幹線道路との連絡

が飛躍的に向上します。 

首都圏・県央・関西圏との連絡が容易になり、富士箱根方面や町内ゴルフ場などのレ

クリエーション施設へのアクセスが向上します。 

小山ＰＡＳＩＣを中心に、町内の各地域（小山・足柄・北郷・須走）との連絡道路を

主要幹線道路に位置づけ、町内交通の円滑化を図り、各地域ともに小学校区程度の市街

化区域で、歩いて生活できるコンパクトで安全・安心な市街地を形成するとともに、各

地域の連携を強化していきます。 

既成市街地（市街化区域）は、未利用地の宅地化、空き家等の集約・再宅地化により

住宅地としての環境を向上するとともに、各地域で「魅力の創出」を図ります。 
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【都市構造図】 
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人口の増加・定住の促進を図るためには、町内の各地域（小山・足柄・北郷・須走）

において「魅力の創出」を図る必要があります。また、就業場所の創出が必要です。 

町内の各地域における「魅力の創出」と「就業場所」は、既成市街地（市街化区域等）

と各地域隣接市街化調整区域内開発区域において、以下の様に想定します。 

 

地域区分 
既成市街地（市街化区域等） 

＜魅力づくり＞ 

 

小山地域 

・成美地区 

・ＪＲ駿河小山駅前の工場地を再開発事業により整備し、中心

市街地の再生を図ります。 

・駅前広場の整備、駅周辺市街地の整備（映画をテーマとした

公園、町民管理による花壇やハーブ園、魅力的な商業施設、

集合住宅など）を推進します。 

・空き家などの再整備により、魅力的な住宅・宅地を供給しま

す。 

 

小山地域 

・明倫地区 

・県道沼津小山線沿道に、商業施設を誘導していきます。 

・未利用地の宅地化（幹線道路や主要区画道路の整備、公園整

備）により、魅力的な住宅地としていきます。 

・水路や斜面緑地を保全・整備し、緑豊かな環境を創出します。

 

足柄地域 ・ＪＲ足柄駅前広場は、周辺に商業施設などを誘導し、地域の

拠点としての魅力を高めていきます。 

・未利用地の宅地化（主要区画道路の整備・防災対策、富士山

眺望公園の整備）により、魅力的な住宅地としていきます。

 

北郷地域 ・土地区画整理事業により未利用地の宅地化（幹線道路や主要

区画道路の整備、公園整備）を図り、魅力的な住宅地として

いきます。 

・総合文化会館周辺に、多くの人が集える魅力的な空間を整備

します。 

・開発済区域において、魅力的な住宅地を供給していきます。

 

須走地域 ・冨士浅間神社前の本通りを門前町として再整備し、誘客を図

ります。 

・空き家などの再整備により、魅力的な住宅・宅地を供給しま

す。 
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新東名高速道路小山ＰＡ（ＳＩＣ）周辺地区

：モータースポーツ関連産業の誘致など 

新東名高速道路小山ＰＡ（ＳＩＣ）周辺地区 

（わさび平）：戸建て住宅の誘致など 

湯船原地区 

：工業団地の造成・企業

誘致など 

須走地区 

：景観形成による活性化など 

足柄ＳＡ（ＳＩＣ）周辺地区 

：サイクリングやハイキング等のスポーツツーリズム

の起点としての地区施設の整備など 
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（３）都市基本計画 

将来都市像実現に向けて、①土地利用・②都市施設・③都市環境・④市街化調整区域

における地区計画適用の基本方針の分野ごとに、具体的な都市整備の方針を示します。 

① 土地利用基本計画 

市街化区域を中心に都市整備を推進し、居住環境を向上していきます。 

市街化調整区域においては、既定計画等に沿った開発を誘導、整備していきます。 

市街化区域：市街地整備を集中的に実施していきます。 

住宅系土地利用：市街化区域内の住居系用途地域は、住宅を主体とする土地利用を推進

します。 

空き家等は再整備などにより、良好な住宅・宅地を供給するように誘導し、市街化区

域内農地は、土地区画整理事業などにより、良好な宅地と住環境を整備していきます。 

商業系土地利用：市街化区域内の沿道地区や駅前などの利便性の高い地区は、商業施

設・業務施設などの地域の就業場所となる土地利用を推進します。ＪＲ駿河小山駅前の

工場地は再開発により、中心市街地の再生を図ります。 

工業系土地利用：工場施設・業務施設など地域の就業場所となる土地利用を推進します。

幹線道路の整備により、主要インターチェンジなどとの連絡を強化します。 

開発計画区域：内陸のフロンティアを拓く取組に位置づけられた区域は、地域の就業場

所等となる土地利用を推進します。事業予定区域は、市街化調整区域における地区計画

などにより、道路網等の整備を誘導します。須走地域は観光レクリエーション区域に位

置づけ、冨士浅間神社を中心とした門前町の整備などにより、誘客を図ります。隣接す

る市街化調整区域の開発済区域では、宿泊施設等の立地を許容・誘導し、地域の就業場

所としていきます。 

既存誘客施設：富士スピードウェイやゴルフ場など市街化調整区域に立地する誘客施設

は、幹線道路の整備によりアクセスを向上し、地域の就業場所としていきます。 

市街化調整区域：開発計画区域以外の市街化調整区域では、幹線道路の整備により利便

性は向上しますが、コンパクトな市街地形成を目指す観点で、開発等は極力抑制してい

きます。 

 



 
 
 

                                                           全体構想 

【土地利用基本計画図】 
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② 都市施設基本計画 

主要インターチェンジと各地域、各地域間の連絡を向上する道路網を整備します。 

広域幹線道路：東名高速道路・新東名高速道路、国道２４６号、国道１３８号バイパス

などの国内東西幹線道路（主に自動車専用道路）で、本町と首都圏・県央・関西とを結

び、広域へのアクセス、広域からのアクセスを向上します。 

主要幹線道路：上記道路のインターチェンジを結ぶ道路やインターチェンジと町内を結

ぶ道路で、３つのルートを位置づけます。【幅員１６ｍ以上】 

①小山ＰＡＳＩＣと国道２４６号とを結ぶ主要幹線道路 

・小山市街地（小山地域：成美・明倫地区）と小山ＰＡＳＩＣとの連絡道路となる 

・湯船原開発区域と小山ＰＡＳＩＣとの連絡道路となる 

②小山ＰＡＳＩＣと東名足柄サービスエリアスマートインターチェンジ（以下、東名

足柄ＳＡＳＩＣ）を結ぶ主要幹線道路 

・足柄市街地や北郷市街地と小山ＰＡＳＩＣとの連絡道路となる 

③小山ＰＡＳＩＣと国道１３８号バイパスとを結ぶ主要幹線道路 

・須走市街地と小山ＰＡＳＩＣとの連絡道路となる 

幹線道路：町内の主要な交通網となる道路で、主要幹線道路への主要アクセスとなる道

路を位置づけます。【幅員１２～１６ｍ】 

補助幹線道路：幹線道路を補完する交通網となる道路で、各地域から幹線道路へのアク

セスとなる道路を位置づけます。【幅員８～１２ｍ】 

主要区画道路：地域内の土地利用を支える主要な道路を位置づけます。【幅員６～８ｍ】 

区画道路：土地利用を支える道路を位置づけます。【幅員４～６ｍ】（図中の道路は例示

です。地域の意向を踏まえて配置を計画していきます。） 

駅前広場：ＪＲ駿河小山駅前の工場地は再開発事業により、駅前広場を整備し、公共交

通の拠点としていきます。ＪＲ足柄駅前広場周辺は、拠点施設を誘導整備し、地域の拠

点として活用していきます。 

公園：ＪＲ駿河小山駅前の工場地は再開発事業により、町民や来訪者が集える公園を整

備します。北郷地域では土地区画整理事業により、富士山への眺望を活かした公園を整

備します。各地域に身近な小公園を整備していきます。 

緑地：小山地域明倫地区では、既成市街地に隣接する斜面を緑地に位置づけ、保全・整

備を図ります。 

緑道：小山地域や北郷地域では、再開発事業や土地区画整理事業などにあわせて、通勤・

通学路となる歩行者専用道路を整備し、交通安全の向上を図ります。須走地域では門前

町の整備にあわせて、通りの緑化を推進し、歩行者回遊空間を創出します。 
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【都市施設基本計画図】 
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③ 都市環境基本計画 

都市景観形成、都市防災性能の向上などの方針を示します。 

都市景観形成：景観形成の目標を以下のように定めます。 

美しい自然とやすらぎの 富士のあるまち・小山町（仮・旧ガイドプランより） 

地形などから見た景観の基本構成と景観形成の方向性 

（１）富士山景観の保全と活用（図中①のゾーン） 

富士山景観を構成する領域であり、富士山景観を保全するとともに、構成領域として

保全に努める。富士山の恵みを象徴する湧水の保全、修景・活用を図る。 

①山容の厳正保全（土地利用制限、開発制限、建築物工作物制限、植生保全等） 

②富士山への眺望景観の保全・創出（主要眺望点の位置づけと眺望保全（建築物工作

物の規模等規制）） 

③湧水の保全と活用（主要湧水地の位置づけと保全規制、修景整備） 

④歴史的資産の保全と活用（資産の位置づけと保全規制、修景整備） 

（２）まちを囲う山並みと斜面緑地の保全（図中②のゾーン） 

緑豊かなまちを印象づける市街地の背景となる山並みのスカイラインと斜面緑地を

保全し、スカイラインや緑地への見通しを遮らない。 

①稜線の保全（土地利用制限、開発制限、建築物工作物制限、植生保全等） 

②斜面緑地の保全（土地利用制限、開発制限、建築物工作物制限、植生保全等） 

③緑の背景や周辺緑地への配慮（建築物工作物の規模等の規制誘導、緑化規制誘導） 

④河川や用水の保全と活用（主要河川・水路の位置づけと保全規制、修景整備） 

⑤歴史的資産の保全と活用（資産の位置づけと保全規制、修景整備） 

 

【景観構成図】 
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（３）田園景観の保全と創出（図中③のゾーン） 

高原状地形の区域では、開放的な雰囲気の見通しや富士山への眺望を保全するととも

に、農地と集落が一体となった緑豊かな田園景観を保全・創出する。 

①農地や緑地の保全（土地利用制限、開発制限、建築物工作物制限、植生保全等） 

②建築物工作物の規制誘導（規模等の規制誘導、緑化規制誘導） 

③湧水の保全と活用（主要湧水地の位置づけと保全規制、修景整備） 

④河川や用水の保全と活用（主要河川・水路の位置づけと保全規制、修景整備） 

⑤歴史的資産の保全と活用（資産の位置づけと保全規制、修景整備） 

（４）斜面市街地景観の保全と創出（図中④のゾーン） 

河岸段丘状地形の区域では、斜面緑地を保全・活用するとともに、段丘状の小段の平

地に形成された市街地として、背景斜面緑地との調和や対岸への見通しに配慮した市街

地景観を形成する。 

①斜面緑地の保全（土地利用制限、開発制限、建築物工作物制限、植生保全等） 

②斜面都市景観の創出（建築物工作物の規模等の規制誘導、緑化規制誘導） 

③歴史的資産の保全と活用（資産の位置づけと保全規制、修景整備） 

（５）門前町景観の創出（図中⑤のゾーン：景観重点地区候補） 

世界文化遺産の構成資産（冨士浅間神社）の門前町としての景観形成を推進する。 

①建築物工作物の規制誘導（規模等の規制誘導、緑化規制誘導） 

②歴史的資産の保全と活用（資産の位置づけと保全規制、修景整備） 

 

都市防災性能の向上：小山地域や足柄地域周辺の斜面地で、土砂災害警戒区域が指定さ

れている所では、防災対策を推進するとともに、斜面地への開発は抑制していきます。 

 

ユニバーサルデザインの推進：老若男女・外国人など、全ての人に優しく・分かりやす

い施設整備を推進します。 

・歩行者に配慮した道路整備（歩道の設置、歩行者優先道路の整備など） 

・サイン等における多言語表記 など 

  



 
 
 

全体構想 

17 

 

【都市環境基本計画図（防災性能の向上）】 
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④ 市街化調整区域における地区計画適用の基本方針 

旧都市計画マスタープランに位置づけられた開発構想区域などについて、市街化調整

区域における地区計画を適用して開発していくこととします。 

それぞれの地区における地区計画適用の基本方針は、以下のとおりです。 

 

＜小山ＰＡ周辺地区地区計画方針＞ 

＜地区施設の配置方針＞ 

・小山ＰＡの周辺では、開発事業で築造される道路、公園、調整池等を位置づけます。

・わさび平では、整備済みの地区施設の維持保全を図ります。 

＜建築物等の誘導方針＞ 

◎小山ＰＡの周辺 
・モータースポーツ関連産業エリアでは、店舗を併設した自動車修理工場や、ミュー

ジアム（自動車の博物館）等に限定した建物用途を定めます。 
・観光物販エリアと地域農産物関連エリアでは、地場産品等を使用、又は加工する工

場（見学も可能とし、観光にも資する）や、これらを販売する店舗、及び飲食店等

に限定した建物用途を定めます。 
・交流ゾーンでは、都市と農村の交流、あるいは来訪者と地域住民の交流のための施

設等に限定した建物用途を定めます。 
・バックアップエリアは、インフォメーションセンターやレンタサイクル店等に限定

した建物用途を定めます。 
・その他、建物はゆとりがあり、緑があふれ、自然環境、景観に配慮した建築物の形

態意匠、高さ、密度を誘導します。 
◎富士小山わさび平 
・土地利用や建築物の更新を促し、にぎわいのあるまちづくりを実現するための建物

用途を定めます。ただし、保養所、研修所、及び一戸建の別荘（一戸建住宅）など、

開発目的に準じたものとします。 
・周辺の環境、景観に配慮するとともに、住居系の都市環境を保全するため、形態意

匠や建物高さの制限、及びゆとりある街並み形成等を誘導します。 

＜湯船原地区地区計画方針＞ 

＜地区施設の配置方針＞ 

・開発事業で築造される道路、公園、調整池等を位置づけます。 

＜建築物等の誘導方針＞ 

・開発構想のエリア毎に、立地する業種に限定した建物用途を定めます。 
ロジスティックターミナル（物流工場） 
アグリインダストリーエリア（植物工場） 
食品加工・生産エリア（食品加工工場） 
林業エリア（地域循環型林業の構築） 
エネルギー開発関連エリア（再生可能エネルギー関連施設） 
新産業集積エリア（地域振興のための工場） 

・郊外の工業団地としてゆとりがあり、緑があふれ、自然環境、景観に配慮した建築

物を誘導します。 
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＜足柄ＳＡ周辺地区地区計画方針＞ 

＜地区施設の配置方針＞ 

・将来土地利用にふさわしいまちの骨格となる主要な地区内道路等を配置します。 
また、サイクリングやハイキング等のスポーツ系ツーリズムの「起点」として、地

区施設を整備します。 
・その他、開発事業で築造される公園、調整池、及び保存する緑地等を位置づけます。

＜建築物等の誘導方針＞ 

・ツーリズム拠点・観光スポーツインフォメーションセンター 
 新たな広域都市交流拠点の中核地区として、観光案内所、電動式自転車、及び、

ロードバイクのレンタサイクル、観光案内拠点機能、物産品販売所、地場産品直売

所併設等の建物用途を誘導します。 
・健康・医療・先端産業ゾーン 

 健康、医療系、先端産業等の企業等、地域振興に資するものを誘致します。 
・スポーツ系・流通系企業誘致ゾーン 
 東京オリンピック開催によるスポーツ関連、流通関連の企業等、地域振興に資す

るものの受け入れ先とします。 
・足柄ＳＡ交流・連携ゾーン 

 足柄ＳＡと一体化し、その機能を補完するとともに、足柄ＳＡへの来訪者と地域

住民等が交流するゾーンを形成します。 
なおスポーツ・健康の大規模イベント時には、駐車場等を活用しての後方支援を行い

ます。 

＜須走地区地区計画方針＞ 

＜地区施設の配置方針＞ 

・「本通り」の一方通行化等のため、背後の町道同士を繋ぐ、南北方向の区画道路を

地区施設として定めます。 
・別荘地や東富士リサーチパーク等周辺施設から本通りにアクセスする歩行者導線を

検討し、必要に応じて地区施設として配置するとともに、デザイン性に配慮したみ

ちづくりを検討します。 

＜建築物等の誘導方針＞ 

・本通り沿いの須走商店街は、冨士浅間神社の参道として、また富士登山の入口とし

て、歴史的な街並みや、富士山の景観に配慮した形態意匠を誘導します。 
また、店舗や飲食店、旅館等の商業施設の連続性確保も検討します。 

・本通りを含む富士登山のルートとなる道路沿いも、案内板やサイン等のデザインを

検討するとともに、沿道の景観誘導を図ります。 
・本通り周辺の住宅市街地も富士山の景観に配慮した形態意匠や建物高さ等の誘導を

図ります。 
・市街地周辺の別荘地にあっても、富士山の景観に配慮するとともに、別荘地として

の環境を維持保全するため、建物用途の限定、形態意匠や建物高さの制限、及びゆ

とりある街並み形成等を誘導するとともに、必要に応じ機能拡充を図ります。 
・東富士リサーチパークは、既に良好な環境、景観が形成されていますので、開発許

可の内容を維持、保全するとともに、必要に応じて拡充します。 
・陸上自衛隊富士学校には、景観性に配慮するよう働きかけます。 
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Ⅱ 地域別構想 

《地域区分》 

従来からの地域区分に沿って、小山地域・足柄地域・北郷地域・須走地域の４地域区

分として、各地域の「① 地域づくりの方向性」と「② 市街地整備の方針」を整理し

ます。 

 

 

【地域区分図】 
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（１）小山地域 

『地区の再生と、自然とのふれあい、小山』 

① 地域づくりの方向性 

静岡県最北東部に位置する区域で、東名高速道路や国道２４６号が通り、ＪＲ駿河小

山駅があるなど、国土東西幹線上の拠点となる地区です。 

ＪＲ駿河小山駅前市街地（現工場地）を市街地再開発事業などにより再整備し、地域

の魅力として中心市街地の再生を図っていきます。 

既成市街地では、空き家の再整備などにより、区画道路など居住環境を向上しながら

良好な住宅・宅地の供給を推進していきます。 

 

② 市街地整備の方針 

市街化区域：現在の区域で、都市整備を集中的に実施し、中心市街地の再生、住環境の

向上を図ります。市街地周辺の斜面地で、土砂災害警戒区域や急傾斜地崩壊危険区

域が指定されている所は、開発を抑制していきます。 

住宅系土地利用：河岸段丘状の小段の小さな平地に形成された住宅地は、国道２４６号

と県道沼津小山線とを結ぶ幹線道路や補助幹線道路、区画道路を整備し、住環境の

向上を図ります。空き家などの再整備により、魅力的な住宅・宅地を供給していき

ます。明倫地区などに多い農地は、区画道路の整備などにより、宅地化を促進しま

す。 

商業系土地利用：ＪＲ駿河小山駅前の工場地は、市街地再開発事業などにより再整備し、

中心市街地の再生を図ります。駅前広場の整備、駅前広場と国道２４６号とを結ぶ

幹線道路の整備、魅力的な商業施設の誘導、集合住宅の整備、歩行者専用橋の整備

などにより、地域の魅力の拠点を形成します。明倫地区では県道沼津小山線沿道に、

商業施設を誘導していきます。 

工業系土地利用：既存事業所は、住環境に配慮して、緑化等を推進します。 

開発計画区域（湯船原地区）：地域の就業場所となるように、事業所を誘致します。 

公園：ＪＲ駿河小山駅前の工場地に、市街地再開発事業などにより魅力的な公園（映画

をテーマとした公園、町民管理による花壇やハーブ園など）を整備します。 
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【小山地域の将来像図】 
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【ＪＲ駿河小山駅前の市街地再開発イメージ】 
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（２）足柄地域 

『未来へつなぐゲートゾーン、足柄』 

① 地域づくりの方向性 

東名高速道路足柄サービスエリアにスマートインターチェンジの設置が見込まれ、周

辺に開発計画区域があります。 

新たな就業場所の確保と地域の魅力の向上が期待され、既成市街地への住宅地整備に

より、定住人口を確保していきます。 

駅前広場が整備され、町内各地域からのアクセス性に優れたＪＲ足柄駅を地域の拠点

として活かし、足柄峠や金時山などの観光資源を活用した誘客を推進します。 

 

② 市街地整備の方針 

市街化区域：現在の区域で、都市整備を集中的に実施し、住環境を向上していきます。

市街地周辺の斜面地で、土砂災害警戒区域や急傾斜地崩壊危険区域が指定されてい

る所は、開発を抑制していきます。 

住宅系土地利用：河岸段丘状の小段の小さな平地に形成された住宅地周辺の農地は、区

画道路の整備などにより、宅地化を促進します。空き家などの再整備により、魅力

的な住宅・宅地を供給していきます。 

商業系土地利用：ＪＲ足柄駅前広場は、周辺に商業施設などを誘導し、地域の拠点とし

ての魅力を高めていきます。 

開発計画区域（足柄ＳＡＳＩＣ周辺地区）：地域の就業場所となるように、事業所を誘

致します。 

公園：土地区画整理事業区域内の公園（調整池兼用）を再整備していきます。 
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【足柄地域の将来像図】 
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（３）北郷地域 

『人と自然との共生、活力あふれる郷、北郷』 

① 地域づくりの方向性 

新東名高速道路の開通にあわせ、（仮称）小山パーキングエリアとスマートインター

チェンジが設置され、広域交流の拠点となる地域です。 

国道２４６号沿いの市街化区域のほか、広い地域内には在来集落が多くあり、地域の

中心が分かりにくくなっています。 

総合文化会館周辺に、多くの人が集える魅力的な空間を整備し、地域の拠点を形成し

ていきます。 

 

② 市街地整備の方針 

市街化区域：現在の区域で、都市整備を集中的に実施し、住環境を向上していきます。 

住宅系土地利用：国道２４６号沿いの市街化区域内の農地は、土地区画整理事業などに

より幹線道路、区画道路、公園を整備し、宅地化を図ります。ゆとりがあり、富士

山への眺望を活かした魅力的な住宅地を誘導します。 

商業系土地利用：国道２４６号沿道には、商業施設を誘導していきます。 

工業系土地利用：既存事業所は、住環境に配慮して、緑化等を推進します。 

開発計画区域（湯船原地区）：地域の就業場所となるように、事業所を誘致します。 

開発計画区域（小山ＰＡＳＩＣ周辺）：地域の就業場所となるように、事業所を誘致し

ます。富士スピードウェイ周辺の沿道に、モータースポーツ関連産業を誘致し、地

域の魅力を向上します。 

公園：土地区画整理事業などにより魅力的な公園（仮称：北郷中央公園：富士山への眺

望を活かしたテラス、住民が利用するジョギングコースなど）を整備します。 

総合文化会館周辺に、多くの人が集える魅力的な空間を整備し、地域の拠点（点

在する集落の人々が集うコミュニティの拠点）としていきます。 
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【北郷地域の将来像図】 
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【北郷地域の土地区画整理事業のイメージ】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

富士山への眺望が得られる、緑豊かなゆったりとした住宅地の形成 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

イメージの出典：つくば緑住街区なかこんパンフレット 

 

【地域の拠点のイメージ】 

 

 

 

 

  



 
 
 

地域別構想 

29 

 

（４）須走地域 

『富士山と水、門前町を中心とした交流のまち、須走』 

① 地域づくりの方向性 

箱根・富士五湖回遊ルート（※）上に位置することから、観光レクリエーション区域

に位置づけ、世界文化遺産富士山の構成資産である冨士浅間神社を活かした門前町を形

成するなど、誘客を図っていきます。神社前の本通り沿道には、回遊・滞留を促進する

施設を誘導・整備していきます。 

市街地及び既存開発区域において、宿泊機能の拡充を図ります。 

既成市街地では、老朽集合住宅や空き家の再整備などにより、良好な住宅・宅地の供

給を推進していきます。 

 

② 市街地整備の方針 

市街化区域：現在の区域で、都市整備を集中的に実施し、住環境を向上していきます。

市街地北側の斜面地は、表層土壌にスコリアがあり、宅地化の抑制を検討していき

ます。 

住宅系土地利用：本通りの後背地に形成された住宅地は、区画道路を整備し、住環境の

向上を図ります。老朽集合住宅や空き家などの再整備により、魅力的な住宅・宅地

を供給していきます。 

商業系土地利用：本通りは、国道１３８号バイパスの整備にあわせて、大型車両の通行

を抑制し、電線類の整理、街並み景観誘導、緑化、沿道への商業施設の誘導により、

回遊性と良好な景観の創出、歩行者環境の向上を図り、門前町散策空間を形成して

いきます。 

工業系土地利用：既存事業所は、住環境に配慮して、緑化等を推進します。 

開発計画区域（リサーチパークほか開発済区域）：地域の就業場所となるように、宿泊

施設の立地を許容・誘導していきます。 

観光レクリエーション区域（景観重点地区）：地域の就業場所となるように、景観形成

を推進し、誘客の拠点を形成していきます。 

公園：住宅地の拠点となる公園を整備します。（整備済） 

 

 

※ 国道１３８号バイパスは、東名高速道路と中央自動車道を結ぶルートに位置づけられている。 
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【須走地域の将来像図】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

門前町の景観形成イメージ 

（地域の皆さんと協議していきます） 
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Ⅲ 実現方策 

１．計画の周知と個別具体の都市計画の立案 

都市計画マスタープランは、官民共有の都市計画に係る将来像であることから、

この計画を周知していく必要が有ります。このため、計画の広報に努め、共有の

将来像のもと、個別具体の都市計画について、町民と共に検討・立案していきま

す。 

（１）地域別構想の推進 

地域別構想の実現に向け、地域住民との協議を推進し、個別具体の都市計画の

立案に努めます。 

定住人口の確保に向けて、住宅供給・宅地化促進につながる区画道路の整備や

公園整備について、各地域で地区計画を策定できるように取組みます。また、再

開発事業や土地区画整理事業については、関係権利者の意向把握、協議に取組み

ます。 

空き地・空き家の活用は、関係者との協議に取組み、既存宅地・空き家活用事

業構想※1を策定していきます。基本構想を踏まえた基本計画・事業計画を策定し、

実現に取組んでいきます。（地区計画の指定、民間活力の導入も想定します。） 

① 小山地域・成美地区 

駿河小山駅前工場地再開発は、関係者との協議に取組み、再開発基本構想を策

定していきます。基本構想を踏まえた基本計画・事業計画を策定し、実現に取組

んでいきます。（再開発地区計画などの指定、民間活力の導入を想定します。） 

② 小山地域・明倫地区 

市街化区域内農地の宅地化は、関係者との協議に取組み、地区計画あるいは土

地区画整理事業構想を策定していきます。基本構想を踏まえた基本計画・事業計

画を策定し、実現に取組んでいきます。（地区計画の指定、民間活力の導入も想

定します。） 

③ 足柄地域 

市街化区域内農地の宅地化は、関係者との協議に取組み、地区計画を策定して

いきます。地区計画を踏まえ、主要区画道路を整備し、宅地化促進に取組んでい

きます。（地区計画の指定、民間活力の導入も想定します。） 

駅前広場周辺への拠点施設の整備については、関係者と協議しながら、基本構

想を策定していきます。 

④ 北郷地域 

市街化区域内農地の宅地化は、関係者との協議に取組み、土地区画整理事業構

想を策定していきます。基本構想を踏まえた基本計画・事業計画を策定し、実現

に取組んでいきます。（地区計画の指定、民間活力の導入も想定します。） 
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総合文化会館周辺の「人の集まる拠点づくり」は、地域住民と共に、実施計画

を検討していきます。 

⑤ 須走地域 

空き地・空き家の活用は、関係者との協議に取組み、既存宅地・空き家活用事

業構想※1を策定していきます。基本構想を踏まえた基本計画・事業計画を策定し、

実現に取組んでいきます。（地区計画の指定、民間活力の導入も想定します。） 

 

※1既存宅地・空き家活用事業構想について      ＝具体施策の例示＝

住宅マスタープラン（住生活基本計画）の枠組みを想定しつつ、地主等関

係者を交えた協議会を設置し、実効性の高い住宅供給施策案を含む構想。 

①アパート（若夫婦世帯が暮らしやすい賃貸住宅の供給） 

＜現況＞ 

・町内の物件は、住戸面積４０～５０㎡で家賃４～５万円。 

・御殿場市では、住戸面積６０㎡程度で家賃８万円の物件もある。 

＜施策案＞ 

・６０㎡以上への建て替えを促進。新築誘導。地主に対する誘導策を検討。

・助成対象物件として不動産バンクに登録。 

・助成内容は、家賃５万円を超える分は、最高３万円まで助成、数年間。

・最大で３６万円×年数。（参考：年収 300 万円で、町民税約８万円／年間。）

②宅地分譲（広くて安い良好な環境の宅地を供給） 

＜現況＞ 

・市街化区域内に農地が残されている。 

・道路・区画が整備された宅地分譲地の価格は５０坪・１０万円／坪程度。

＜施策案＞ 

・土地区画整理事業や町道整備事業で、主要区画道路までは整備する。 

・区画前の道路は、土地販売後に整備する。（民間整備、コミュニティ街区・

一団地街区等も想定） 

・土地分譲は１区画１００坪以上、６～８万円／坪程度（定期借地権の設

定により、土地価格を抑える。） 

・壁面後退、宅地内緑化等を地区計画に定め、環境を醸成する。 

③空き家の活用（良質な住宅供給、あるいは①アパートへの建て替え） 

＜現状＞ 

・市街化区域内に空き家が相当数ある。旧富士紡績社宅などもある。 

＜施策案＞ 

・持ち主に譲渡要請し、建て替え・更新し、分譲住宅やアパートとする。

・譲渡要請は行政が積極的に行い、事業はデベロッパーが行う。 
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・定住人口増加による固定資産税・所得税収入を勘案して、工事費助成を

検討。 

④女性雇用機会の増大策 

＜現状＞ 

・若夫婦世帯は、共働きを望んでいるが、町内には主婦がパートで働ける

場所が少ない。 

＜施策案＞ 

・町内に、女性の雇用の場を増やす。 

・健康福祉会館などの改修に伴い、インストラクターとして雇用する。拠

点施設に、公設売店や公設カフェを整備し、雇用する。など。 

 

（２）分野別都市計画の立案 

道路網の整備や優先順位については、都市計画マスタープランに位置づけた道

路網に沿って、都市計画道路の見直し、計画決定、事業化に取組みます。 

道路網再編とあわせ、定住人口の確保に向けて、用途地域の見直し（建ぺい率・

容積率の緩和等）なども検討していきます。 

 

（３）他施策と協調した取組み 

商業施設の立地・誘導、魅力的な買物環境の創出などは、商工行政の施策・事

業にあわせて、必要な都市整備を検討していきます。 
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２．計画の進行管理 

（１）概ねのスケジュール 

将来像実現に向けた、個別具体の都市計画は、順次、検討していきます。個別

具体の都市計画の立案後は、実施計画の立案・予算化に取組みます。 

計画の進捗状況については、定住人口の増加を指標とし、概ね５年を目途に検

証し、必要な見直しをしていきます。 

・定住人口増加の見通し 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

① 平成３２年（小山ＰＡＳＩＣ開設）まで 

明倫地区・南藤曲の「家・庭一体の住まいづくり」による宅地分譲、わさび平

地区の宅地分譲を開始します。（170 人の増加見込） 

既存宅地・空き家活用事業構想の検討に着手します。（1,590 人分の宅地・住宅

供給を目指す） 

② 平成３７年（中間年次）まで 

明倫地区・足柄地域の主要区画道路の整備により、民間開発・宅地分譲を開始

します。（240 人の増加を目指す） 

既存宅地・空き家活用事業構想を推進し、宅地化・住宅供給を促進します。 

③ 平成４７年（目標年次）まで 

引き続き、既存宅地・空き家活用事業構想を推進し、宅地化・住宅供給を促進

します。（240 人分の宅地・住宅供給を目指す） 

成美地区・北郷地域の市街地開発事業により、民間開発・宅地分譲を開始しま

す。（1,100 人分の宅地・住宅供給を目指す） 
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（２）スケジュール等管理体制 

スケジュールや個別具体の都市計画の検討・管理については、庁内関係部局に

より実施していきます。 

また、市街化区域内の宅地化促進など特定テーマについては、プロジェクトチ

ーム等の設置により検討・推進していくことにも配慮します。 

 

 

３．事業化のための財源の確保 

都市計画事業については、各種補助金を活用して実施していきます。 

また、市街化区域を対象に、都市計画税の導入を検討していきます。 
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参考資料 

 

【小山町都市計画マスタープラン改定・検討体制】 
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【策定の流れ】 

 

小山町都市計画マスタープラン改定計画策定作業部会※1 

↓  ・素案を検討。 

小山町都市計画マスタープラン改定計画策定委員会※1 

↓  ・作業部会で検討した素案を報告、検討・確認し、案を作成。 

小山町都市計画マスタープラン改定・地域まちづくり会議 

↓  ・策定委員会で作成した案について報告、意見交換。事務局にて意見を反映。 

小山町都市計画マスタープラン改定計画策定作業部会※2 

↓  ・事務局にて町民意見を反映した修正案について報告、検討。 

小山町都市計画マスタープラン改定計画策定委員会※2               ※1、2：合同で開催 

↓  ・作業部会で検討した修正案を報告、検討・確認し、原案を作成。 

小山町都市計画マスタープラン改定・まちづくり町民会議 

↓  ・策定委員会で作成した原案について報告、意見交換。事務局にて意見を反映。 

小山町都市計画マスタープラン改定計画策定作業部会 

↓  ・事務局にて町民意見を反映した修正最終案について報告、検討。 

小山町都市計画マスタープラン改定計画策定委員会 

↓  ・作業部会で検討した修正最終案を報告、検討・確認し、最終原案を作成。 

小山町都市計画マスタープラン改定・まちづくり町民会議 

↓  ・策定委員会で作成した最終原案について報告、意見交換。事務局にて意見を反映。 

パブリックコメント 

↓ 

小山町都市計画審議会で審議し、決定 
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小山町都市計画マスタープラン策定委員会設置要綱 

 （設置） 

第１条 都市計画マスタープラン策定事務を庁内一体となって円滑に推進するため、

小山町都市計画マスタープラン策定委員会（以下「委員会」という。）を設置する。 

 （所掌事務） 

第２条 委員会は、次に掲げる事務を所掌する。 

（１）都市計画マスタープランの策定に関すること。 

（２）その他都市計画マスタープランに関し町長が必要と認めること。 

 （委員会の構成） 

第３ 条 委員会は、委員長、副委員長及び委員で構成する。 

２ 委員長は副町長（統括担当）とし、副委員長は副町長（特命担当）とし、委員は別

表第１に掲げる職にある者とする。 

３ 委員長は、会務を総理し、会議の議長となる。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （作業部会） 

第４条 委員会に作業部会を置く。 

２ 作業部会は、第２条に掲げる事務について、事前の連絡調整を図るものとする。 

３ 作業部会は、部会長及び部員で構成する。 

４ 部会長は町長の定める課の課長補佐等とし、部員は別表第２に掲げる職にある者

とする。 

 （会議） 

第５条 委員会は、委員長が招集する。 

２ 作業部会は、部会長が招集する。 

 （庶務） 

第６条 委員会の庶務は、町長の定める課において処理する。 

 （その他） 

第７条 この要綱に定めるもののほか、委員会の運営に関し必要な事項は、委員長が

別に定める。 
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別表第１（第３条関係） 

小山町都市計画マスタープラン策定委員会委員 

職   名 職   名 職   名 

企 画 総 務 部 長 経 済 建 設 部 長 教 育 部 長 

企 画 総 務 部 専 門 監 経 済 建 設 部 専 門 監 町 長 戦 略 課 長 

未 来 拠 点 課 長 建 設 課 長 農 林 課 長 

商 工 観 光 課 長 都 市 整 備 課 長 上 下 水 道 課 長 

こ ど も 育 成 課 長   

その他委員長が必要と認める者 

 

別表第２（第４条関係） 

小山町都市計画マスタープラン作業部会部員 

職   名 職   名 職   名 

町長戦略課町長戦略班長 未来拠点課未来拠点班長 建 設 課 管 理 地 籍 班 長

農 林 課 農 業 班 長 商工観光課商工観光班長 都市整備課計画整備班長

都市整備課建築住宅班長 上 下 水 道 課 経 理 班 長 こども育成課こども育成班長

その他作業部会長が必要と認める者 
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小山町都市計画マスタープラン策定委員会委員等名簿 

役  職 職 名 等 氏 名 備 考 

学 識 ＊ 柳 沢  厚  
〃 ＊ 政 所 利 子  

委員長 副町長（統括） 田 代 章  
副委員長 副町長（特命） 柳 井 弘 之  
委 員 企画総務部長 室 伏 博 行  
〃 経済建設部長 池 谷 精 市  
〃 教育部長 田 代 順 泰  
〃 企画総務部専門監 宮 林 辰 雄  
〃 経済建設部専門監 溝 口 久  
〃 町長戦略課長 小 野 学  
〃 未来拠点課長 遠 藤 正 樹  
〃 建設課長 岩 田 芳 和  
〃 農林課長 遠 藤 一 宏  
〃 商工観光課長 山 本 智 春  
〃 都市整備課長 野 木 雄 次  
〃 上下水道課長 池 谷 和 則  
〃 こども育成課長 湯 山 博 一  

庶 務 都市整備課   

＊は委員長が必要と認める者 

 

小山町都市計画マスタープラン作業部会部員名簿 

役  職 職 名 等 氏 名 備 考 

学 識 ＊ 柳 沢 厚  
〃 ＊ 政 所 利 子  

部会長 都市整備課課長補佐 岩 田 幸 生  
部員 町長戦略課課長補佐 長 田 忠 典  
〃 未来拠点課課長補佐 高 村 良 文  
〃 建設課課長補佐 武 藤 浩  
〃 農林課課長補佐 清 水 良 久  
〃 商工観光課課長補佐 渡 辺 史 武  
〃 都市整備課建築住宅班長 込 山 次 保  
〃 上下水道課課長補佐 伊 藤 和 彦  
〃 こども育成課課長補佐 小 野 正 彦  
〃 町長戦略課主任 米 山 仁  
〃 税務課副主任 池 谷 孝 幸  

＊は部会長が必要と認める者 
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小山町まちづくり町民会議設置要綱 

 （設置） 

第１条 町は、都市計画に関する基本的な方針（以下「基本方針」という。）を策定す

るに当たり、幅広い町民の意見又は提言を基本方針に反映させるため、小山町まち

づくり町民会議（以下「町民会議」という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 町民会議は、基本方針の策定に当たり、意見又は提言を行うものとする。 

 （組織） 

第３条 町民会議は、２０人以内の委員をもって組織し、委員は、別表に掲げる団体

等から、町長が委嘱する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から基本方針の策定の日までとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 町民会議に委員長及び副委員長それぞれ１人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は、委員の互選により定める。 

３ 委員長は町民会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 会議は、必要に応じ委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

 （庶務） 

第７条 町民会議の庶務は、町長の定める課において処理する。 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 

別表（第３条関係） 

小山町まちづくり町民会議委員 

団 体 等 
小山町議会 小山町区長会（成美地区） 小山町区長会（明倫地区）

小山町区長会（足柄地区） 小山町区長会（北郷地区） 小山町区長会（須走地区）

小山町農業委員会 小山町総合計画審議会 小山町上下水道審議会 
小山町消防団 小山町商工会 小山町商工会（青年部） 
小山町観光協会 小山町老人クラブ連合会 小山町連合婦人会 
小山町子ども会育成連合会 小山町企業懇話会 小山町建設業協会 
識見を有する者   
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小山町まちづくり町民会議委員・名簿 

団体名及び役職 代表者氏名 

小山町議会 総務建設委員長 阿  部   司 

小山町議会 文教厚生委員長 渡  辺  悦  郎 

小山町区長会 会長 山  下  護  國 

小山町区長会 副会長 鈴  木  伸  良 

小山町区長会 副会長 葛  城  英  一 

小山町区長会 副会長 込  山  慶  信 

小山町区長会 副会長 大  浦  武  雄 

小山町農業委員会 会長 岩  田  敏  信 

小山町消防団 団長 小  野  正  敏 

小山町商工会 会長 野  木  文  夫 

小山町商工会 青年部長 立  道  慎  司 

小山町観光協会 会長 斎  藤  礼  志 

小山町老人クラブ連合会 会長 勝  俣   昭 

小山町連合婦人会 会長 小 見 山  富  枝 

小山町子ども会育成連合会 会長 田  代  治  久 

小山町企業懇話会 会長 海 老 沢  靖 

小山町建設業協会 会長 田  代  和  美 

識見を有する者 坂  本  全  人 
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小山町地域まちづくり会議設置要綱 

 （設置） 

第１条 町は、都市計画に関する地域別の基本的な方針（以下「地域別基本方針」と

いう。）を策定するに当たり、幅広い町民の意見又は提言を地域別基本方針に反映さ

せるため、成美、明倫、足柄、北郷、及び須走地域ごとに小山町地域まちづくり会

議（以下「地域まちづくり会議」という。）を設置する。 

 （所掌事項） 

第２条 地域まちづくり会議は、地域別基本方針の策定に当たり、意見又は提言を行

うものとする。 

 （組織） 

第３条 地域まちづくり会議は、各１０人以内の委員をもって組織し、当該地域の町

民から町長が委嘱する。 

 （任期） 

第４条 委員の任期は、委嘱の日から地域別基本方針の策定の日までとする。 

 （委員長及び副委員長） 

第５条 地域まちづくり会議の各地区ごとに委員長及び副委員長それぞれ１人を置く。 

２ 委員長及び副委員長は委員の互選により定める。 

３ 委員長は、地域まちづくり会議を代表し、会務を総理する。 

４ 副委員長は、委員長を補佐し、委員長に事故あるときは、その職務を代理する。 

 （会議） 

第６条 会議は、必要に応じ委員長が招集し、委員長が会議の議長となる。 

 （庶務） 

第７条 地域まちづくり会議の庶務は、町長の定める課において処理する。 

 （その他） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、必要な事項は、町長が別に定める。 
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小山町地域まちづくり会議・名簿 

学 区 氏  名 備  考 学 区 氏  名 備  考 

成 美 

室  伏   哲 委員長 

北 郷

梶   孝  義   

池  谷 正 興   勝 亦 政 一   

小  島   恵   岩 田 和 男   

池  谷 美 子 副委員長 小 見 山  貴 之   

熊  谷   武   山 口 和 男 委員長 

及 川 貴美子   渡 辺 洋 子 副委員長 

神 成 明 子   山 口 利 恵   

横  山 鉄 朗   田 代 一 徳   

明 倫 

岩 田 治 和 委員長 

須 走

米 山 恒 久 委員長 

湯 山 直 文   土 屋 英 秋   

岩  田 智 子   米 山 美 紀   

細  谷 和 美   高 田 伊美乃   

澁 谷 和 子 副委員長 遠 藤 純 音 副委員長 

岩 田 弘 幸   小 室 瑞 稀   

湯  山   苤   山 口 元 久   

山  﨑 かをる   小 室 将 樹   

足 柄 

鈴 木 典 三   

 

小 見 山  敏 郎   

谷 口 民 衛   

湯  山 一 義 委員長 

齋 藤 晴 美 副委員長 

尾 張 真由美   

伊 海 映 子   

鈴  木 直 美   
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平成２５・２６年度 

小山町都市計画マスタープラン策定（改定）業務会議等開催一覧 

実 施 日 内  容 

平成２６年 ３月１３日（木） 第１回作業部会・第１回策定委員会（合同開催） 

４月２３日（水） 町民説明会 

４月２４日（木） 町民説明会 

６月２５日（水） 第１回地域まちづくり会議（５地域合同開催） 

〃 第１回成美地域まちづくり会議 

〃 第１回明倫地域まちづくり会議 

〃 第１回足柄地域まちづくり会議 

〃 第１回北郷地域まちづくり会議 

〃 第１回須走地域まちづくり会議 

７月 ９日（水） 第２回成美地域まちづくり会議 

７月１４日（月） 第２回須走地域まちづくり会議 

７月１６日（水） 第２回北郷地域まちづくり会議 

７月１７日（木） 第２回明倫地域まちづくり会議 

７月２３日（水） 第２回足柄地域まちづくり会議 

７月３０日（水） 第３回成美地域まちづくり会議 

９月 ３日（水） 第４回成美地域まちづくり会議 

１０月 ８日（水） 第５回成美地域まちづくり会議 

１０月１５日（水） 第２回作業部会・第２回策定委員会（合同開催） 

１１月１１日（火） 第２回地域まちづくり会議（５地域合同開催） 

１１月２８日（金） 第１回まちづくり町民会議 

１２月１８日（木） 第２回まちづくり町民会議 

１２月２５日（木） 第３回作業部会 

平成２７年 １月 ９日（金） 第３回策定委員会 

１月１９日（月） 第３回まちづくり町民会議 

３月１２日（木） 都市計画審議会に諮問 

３月１６日（月） 都市計画審議会から答申 

※ 平成２６年５月１６日（金）～ ６月 ２日（月）町民アンケート実施 

  平成２７年２月 １日（日）～ ２月２８日（土）パブリックコメント実施 
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